











































































ン取締法案 Rancangan Undang-Undang Anti Pornografi dan Pornoaksi, RUU APP」の採否を
めぐって様々な論争が引き起こされたことは、セクシュアル･マイノリティの人権擁護
団体やフェミニスト団体などの活動を活性化させる契機ともなった(Clark 2008: 40)。 








しての女性運動や団体組織は制限を受けてきた(スマルジャン他 2000: 100-119, 倉沢
2001: 127-153, 中谷 2007: 24-38)。一方で、人々の経済的生活は向上し教育を受ける機会
が増大したため、識字率の高まりとともに明文化された知識としてのイスラームの教義
は都市中間層をはじめとする多くの人々に共有されるようになった(見市 2004: 119-123; 
2006: 120-121, 倉沢 2006: 130-134, 佐々木 2004: 211-216)。家庭内における女性の役割が
重視される一方で、多くの女性の社会進出も見られ、ジェンダーに関する様々な興味深

























































































マーヤナの一場面を歌ったものである (http://www.youtube.com/watch?v=MwyTf6_Lawg  
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は彼のファッションを摸倣し、振り付けを真似て彼の歌を口ずさみ、週末にはカセット
に合わせて路上で踊り、そして彼の映画を観てコンサートで熱狂した(Frederik 1982, 岡




































































トとしてマドンナを位置づける(南田 2009: 272)。 
 このように、官能的なダンスが女性性を売りにして性的欲望を喚起させるという点に
おいては、イヌルの事例もマドンナの事例と共通点を持っている。だがマドンナが意識














































2010 年 9 月にはインドネシアの各都市を会場として、レズビアン、ゲイ、バイセクシ







2010 年 10 月 1 日(金)「ウラマー評議会が政府にゲイ映画祭の中止を要請 MUI Desak 


























































2010  テンポ誌オンライン 2010 年 9 月 27 日 Perkenalkan : Madame Amink !: 最終アクセ












































































扱ったことでも知られている。また 2004 年には Habiburrahman El Shirazy によって「愛
の章句 Ayat-ayat cinta」と題する小説が書かれた。ここでもポリガミーの問題が取り上げ
られ、2008 年に公開された同名の映画が社会的な反響を呼んだという出来事もあった






















































































































4 日)映像のタイトルは、Inul Daratista-Anoman Obong-となっている。 
(4)ワイントローブも、イヌルの出身地の東ジャワの芸能タユバンを例にしてタユバンの

















ファッションに身を包み宗教歌謡を歌う CD のリリースも行っている。 
(10)この他にも上野は、遊ぶ金欲しさに援助交際を繰り返すジャカルタの女子校生を描
いた 2004 年の Virgin (ハニー・サプトラ監督) を取り上げて、貞操というインドネシ
100 
アでの根強い伝統的価値観と消費文化が後押しする都市部の若者の問題を指摘して
いる(上野 2006: 179-180)。 
(11)インドネシアには武術舞踊シラット silat があるが、このレンゴックと呼ばれる舞踊
は伝統的ジャンルとしては存在せず映画のために新たに考案された舞踊である。 
(12)変身の台詞 Dengan kekuatan bulan, akan memukulmu!!は、インドネシアでも大流行し
た日本のアニメ、美少女戦士セーラームーンの「月に代わっておしおきよ」の借用で
ある。 
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Voice of Asia news 2010 年 10 月 1 日(金)「ウラマー評議会が政府にゲイ映画祭の中止
を要請(MUI Desak Pemerintah Tutup Festival Film Gay)」より 最終アクセス日:2011
年 9 月 2 日。 
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Considering Femininity and Masculinity: 
Gender and Sexuality in Indonesian Popular Culture 
 
Madoka FUKUOKA 
                                                       
 This paper focuses on the concepts of femininity and masculinity in Indonesia through the 
analysis of a few case studies in popular culture. The representation of femininity and 
masculinity in the field of popular culture is important because discussion, criticism, and 
controversy related to this topic directly affect the concept of gender and sexuality in 
Indonesian society. 
  One must also consider ideas about gender and sexuality in Indonesia as it pertains to 
religion, especially Islam. Although there are many religions and belief systems in Indonesia, 
the Muslim population in this country is the largest in the world. Much debate about gender 
and sexuality has arisen in relation to the concept of religious “piety” or “morality” in Islam. 
 Since the resignation of Suharto in 1998, diverse subjects related to gender imagery or 
sexuality have received great attention in Indonesia, and criticism and debate about these 
subjects or discussions related to them continue. 
 In this paper, I discuss two particular cases: the famous Inul controversy in dangdut music 
in 2003, and a recent 2010 film titled “Madame X”. Using these case studies, I consider the 
representations and receptions of femininity and masculinity in post-authoritarian Indonesia.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
